
開
会
に
あ
た
っ
て
谷
和
政
自

治
連
合
会
長
が
「
各
組
の
新
自

治
会
長
に
は
会
費
や
共
同
募
金

の
集
金
、
書
類
の
回
覧
・
配
布

等
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
挨
拶
。

議
題
審
議
で
は
、
連
合
会
役

員
の
承
認
後
、
会
費
割
当
並
び

に
30
年
度
予
算
案
を
佐
能
敏
政

会
計
が
説
明
し
、
議
決
さ
れ

た
。
井
原
町
大
運
動
会
関
係
は

増
成
実
福
祉
体
育
部
長
が
各
組

へ
選
手
選
出
を
依
頼
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
足
次
山
神
社
の

川
相
肇
総
代
長
が
神
社
費
集
金

の
件
、
細
羽
正
敏
民
生
児
童
委

員
が
一
人
暮
ら
し
の
方
の
見
守

り
カ
ー
ド
記
入
の
重
要
性
に
つ

い
て
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
協
力
を

求
め
た
。
井
原
分
団
第
３
部
の

片
山
敬
悟
部
長
は
防
火
へ
の
注

意
を
促
し
、
新
団
員
募
集
に
関

し
て
Ｐ
Ｒ
。
育
成
会
の
山
成
秀

峰
会
長
は
、
資
源
回
収
な
ど
へ

の
支
援
を
要
請
し
た
。
最
後
に

前
自
治
連
合
会
長
の
片
岡
宏
文

顧
問
へ
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

《
倉
掛
自
治
連
合
会
》

会

長

谷

和
政

副

会

長

片
岡

秀
憲

会

計

佐
能

敏
政

総

務

神
﨑

節
夫

消
防
環
境

関
戸

啓
二

福
祉
体
育

増
成

実

広
報
広
聴

山
本

勝
己

防
犯
交
通

川
相

勝

監

事

山
岡

秀
男

監

事

渡
邉
伸
太
郎

少
年
部
長

山
成

秀
峰

第
３
部
長

片
山

敬
悟

友
愛
愛
育

黒
田

輝
子

友
愛
愛
育

丸
山

敏
美

平
成
30
年
度
倉
掛
少
年
団
育

成
会
の
役
員
が
決
ま
り
、
郷
社

清
掃
や
井
原
桜
ま
つ
り
健
康
ウ

ォ
ー
ク
参
加
な
ど
、
前
期
活
動

が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

倉
掛
少
年
団
は
地
域
密
着
型

の
継
続
的
行
事
が
毎
月
組
ま
れ

て
お
り
、
メ
イ
ン
の
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
は
７
月
21
日
～
22
日
、

浅
口
市
鴨
方
町
益
坂
（
遥
照

山
）
の
藤
波
池
キ
ャ
ン
プ
場
で

実
施
す
る
予
定
。

《
育
成
会
役
員
》

会

長

山
成

秀
峰

副

会

長

江
草

守

副

会

長

大
坪

正
和

副

会

長

前
田

恭
子

副

会

長

丸
山

圭
子

会

計

新
谷

泰
規

監

査

役

田
中

康
則

顧

問

渡
邉

大
輔

《
少
年
団
役
員
》

団

長

山
成
晃
司
郎

副

団

長

丸
山

栞
和

郷
社
足
次
山
神
社
の
春
季
大

祭
が
４
月
４
日
に
あ
り
、
好
天

の
下
で
賑
わ
っ
た
。

午
前
10
時
か
ら
山
室
晶
史
宮

司
に
よ
る
祭
典
が
本
殿
で
執
り

行
わ
れ
、
続
い
て
倉
掛
夏
目
の

少
女
６
人
に
よ
る
巫
女
舞
が
披

露
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
、
拝
殿
前

に
人
だ
か
り
が
で
き
た
。

境
内
の
桜
は
大
祭
数
日
前
か

ら
散
り
始
め
、
桜
吹
雪
が
舞
う

参
道
に
は
郷
社
な
ら
で
は
の
風

情
が
漂
っ
て
い
た
。

《

巫

女

》

西
山
麗
乃
亜
（
倉
・
小
４
）

花
本
葉
久
実
（
倉
・
小
４
）

新
谷

未
遥
（
倉
・
小
５
）

黒
崎
み
の
り
（
夏
・
小
５
）

藤
岡

真
帆
（
夏
・
中
２
）

黒
崎
ひ
か
る
（
夏
・
中
２
）
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倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／谷 和政

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

倉
掛
少
年
団
関
係

※カッコ内は世帯数

１ 組（10）仁城 利夫

２ 組（ 5）長尾美代子

３ 組（12）佐能 栄子

４ 組（ 6）黒田 輝子

５－１組（11）佐藤 逸雄

５－２組（10）村上 正貴

６ 組（11）井上 咲子

７ 組（ 6）前田 實

８ 組（21）遠藤 昌大

９ 組（ 4）三宅 勝

10 組（ 5）安原 陽子

11 組（ 6）橋本 始

12－１組（ 5）渡辺 芳文

12－２組（14）神﨑 節夫

13－１組（ 8）三嶋 正裕

13－２組（13）浅井 久裕

13－３組（14）西平 利枝

14 組（10）川相 勝

15－１組（10）田中 博

15－２組（ 7）井上 純志

16 組（13）川上 吉弘

17 組（ 7）朝原 久子

18－１組（ 8）茂原 啓二

18－２組（ 9）高橋 宏真

18－３組（ 5）小笠 明信

〔総世帯数２３０戸〕

平成３０年度自治会長

平
成
30

年
度
倉
掛
自
治
会
予
算
総
会
が
つ
ど
え
～
る
で
４
月
14

日
、
各
組
自
治
会
長
や
民
生
児
童
委
員
、
自
治
連
合
会
役
員
ら
約
40

人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

倉 掛 自 治 会 予 算 総 会

「
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
」

花

見

客

ら

郷

社

ま

つ

り

へ

桜
散
り
始
め

風
情
た
っ
ぷ
り

自
治
連

谷
会
長

平
成
30
年
度
自
治
連
合
会
長
を
拝
命

し
た
16
組
の
谷
和
政
で
す
。

自
治
連
合
会
は
、
地
域
の
方
々
が
快

適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
関
係
諸
団
体

と
協
力
し
て
地
域
の
環
境
整
備
や
防

災
・
防
犯
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
皆
様
の
理
解
を
得

な
が
ら
円
滑
に
自
治
会
活
動
の
協
議
、

運
営
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
自
治
連
合
会
に
対
し
ま
し
て
一
層

の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
本
紙
に
「
イ
キ
イ
キ
エ
ピ
ソ

ー
ド
」
や
「
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
」
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

倉
掛
に
お
住
ま
い
の
元
気
な
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
話
題
や
、

赤
ち
ゃ
ん
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
皆

様
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

つ
ど
え
～
る
ま
た
は
倉
掛
自
治
連
合

会
役
員
へ
①
お
名
前
②
住
所
③
生
年
月

日
④
写
真
⑤
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
30
文
字
程

度
）
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
お
よ
び
個

人
情
報
は
、
本
紙
掲
載
以
外
の
目
的
に

は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

倉掛自治連合会長 谷 和政

コーナー新設
エピソード募集

倉
掛
新
聞

イキ
イキ



サ
ロ
ン
あ
す
は
お
花
見
交
流

会
が
つ
ど
え
～
る
で
４
月
５

日
、
会
員
ら
40
人
が
参
加
し
て

開
か
れ
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
渡
辺
照
子

新
会
長
が
「
ス
タ
ッ
フ
の
ご
協

力
を
得
て
、
楽
し
い
会
に
し
て

い
き
た
い
」
な
ど
と
挨
拶
。

続
い
て
井
原
市
文
化
協
会
フ

ラ
ダ
ン
ス
部
の
川
井
恵
子
代
表

ほ
か
８
人
が
、
南
太
平
洋
の
伝

統
文
化
と
し
て
伝
わ
る
ハ
ワ
イ

ア
ン
音
楽
に
の
っ
て
フ
ラ
ダ
ン

ス
や
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
を
優

美
に
披
露
。
可
愛
い
小
学
生
の

出
演
も
あ
っ
て
、
１
曲
終
わ
る

ご
と
に
会
場
は
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
た
。
終
了
後
は
全
員
で

食
事
を
し
な
が
ら
談
笑
し
た
。

①
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
プ
リ
ン
セ

ス
②
テ
ィ
ア
レ
タ
ヒ
チ
③
プ
ア

オ
レ
ナ
④
ナ
テ
ア
オ
マ
オ
ヒ
⑤

タ
イ
ニ
ー
バ
ブ
ル
ス
⑥
イ
ワ
イ

カ
プ
ケ
ア
ロ
ハ
⑦
マ
レ
ヴ
ァ
⑧

こ
の
広
い
野
原
い
っ
ぱ
い

以

上
８
曲

指
定
さ
れ
た
日
に
粗
大
ご
み

等
を
井
笠
広
域
資
源
化
セ
ン
タ

ー
へ
出
せ
な
い
世
帯
も
あ
る
と

し
て
４
月
22
日
、
井
原
地
区
民

を
対
象
と
し
た
不
燃
性
粗
大
ご

み
回
収
が
井
原
小
学
校
校
庭
で

午
前
８
時
か
ら
同
９
時
30
分
ま

で
行
わ
れ
た
。

井
原
市
環
境
課
が
リ
サ
イ
ク

ル
業
者
の
協
力
を
得
て
市
内
各

地
区
で
年
１
回
実
施
し
て
い
る

も
の
。
本
年
度
は
４
月
８
日
の

出
部
地
区
に
続
き
２
カ

所
目
。

指
定
さ
れ
た
ご
み
は
自
転
車

を
は
じ
め
、
ス
ト
ー
ブ
や
ス
テ

レ
オ
な
ど
24
品
目
。
町
内
の
自

治
連
合
会
役
員
ら
は
持
ち
込
ま

れ
た
物
と
搬
入
申
請
書
を
分
別

チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
車
か
ら
下

ろ
し
、
業
者
の
コ
ン
テ
ナ
へ
手

早
く
積
み
込
ん
で
い
た
。

毎
月
１
日
に
郷
社
の
清
掃
を

行
っ
て
い
る
敬
神
会
有
志
が
、

「
夏
場
は
草
が
伸
び
る
の
が
早

く
、
い
く
ら
取
っ
て
も
焼
け
石

に
水
」
と

非
常
事
態

を
宣

言
し
た
。

郷
社
の
一
斉
清
掃
は
、
春
季

大
祭
前
と
秋
季
大
祭
前
の
年
２

回
の
み
。
有
志
に
よ
る
月
例
作

業
は
５
月
～
９
月
が
午
前
８
時

30
分
、
10
月
～
３
月
は
午
後
1

時
30
分
か
ら
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
参
加
者
は
通
常
10

人
程
度
で
、
効
果
が
目
に
見
え

な
い
の
が
現
状
。

女
性
が
多
い
敬
神
会
有
志
ら

は
「
広
い
境
内
を
美
し
く
保
つ

た
め
一
人
で
も
多
く
の
ご
協
力

を
」
と
、
倉
掛
夏
目
地
区
民
へ

呼
び
掛
け
て
い
る
。

井
原
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

開
幕
戦
が
４
月
15
日
、
井
原
小

学
校
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た

が
、
雨
天
中
止
と
な
っ
た
。

本
年
度
の
リ
ー
グ
戦
に
は
猪

清
・
岩
野
・
新
町
・
倉
掛
・
夏

目
・
Ｖ
Ｉ
Ｐ
の
６
チ
ー
ム
が
参

加
。
８
月
の
最
終
戦
ま
で
残
り

10
試
合
を
戦
う
予
定
。
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4/29  つどえ～る健康ウォーク
（美星・中世夢が原）

5/ 6  井原分団第３部試運転日
5/12  資源の日 7:30～9:00 市

古紙古着・廃食油回収
5/13  倉掛少年団清掃奉仕作業

※倉掛公園＆小田川土手
5/17  事業所自治会費集金
5/20  欅の杜の市 （門田町大谷）
5/26  第19回井原町大運動会
6/ 3  井原分団第３部試運転日
6/ 3  倉掛地内土のう積み込み
6/ 3  倉掛少年団資源回収
6/ 9  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール
6/24  井原学区少年団球技大会
7/ 1  井原公民館杯

３世代グラウンドゴルフ
7/21～22 倉掛少年団キャンプ
- - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

岡山県土木部河川課は、管理する洪水予報

河川及び水位周知河川について、平成２７年

５月の水防法改正に伴い、想定最大規模降雨

による洪水浸水想定区域等の見直し作業を進

めていたが、高梁川水系の小田川について

も、その結果を公表した。

■小田川洪水浸水想定地区…

井
原
地
区
粗
大
ご
み
回
収

井
原
大
橋
西
が
倉
掛
地
区
＝
３
月

16
日
公
表

新年度を迎え、サロンあすはが

会員を募集している。

「ふれあい・いきいきサロン」

は、地域での孤立や閉じこもり防

止、健康、生きがいづくりを目的

に、参加される会員と、協力する

ボランティアが一緒になって企画

運営していく“楽しい仲間づく

り・ふれあい交流の場”と認識さ

れ定着している。

入会希望者は下記スタッフへ申

込む。

グラウンドゴルフは、郷社境内

で毎月第１木曜日午前１０時から

行われており、サロン所有の用具

が使用できる。

サロン入会の
ご 案 内

サロンあすは お花見交流会

ボランティア氏名

川相 肇 田原耕太郎 細羽正敏

井上純志 田中利治 中島知子

丸山節子 瀬川治子 河合典子

渡辺照子 渡辺邦子 山岡由紀恵

関戸智津子 藤原朱美 片岡文子

倉橋雅子

《

演

目

》

夏
場
へ
向
け
非
常
事
態
宣
言

倉
掛
夏
目
地
区
民
へ
協
力
要
請

４
月
は
雨
天
中
止

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

倉掛ソフトボール同好会

山本 勝己 西山 津好 山成 秀峰

山岡 秀男 渡邉伸太郎 川相 勝

田中 利治 川相 益一 倉橋 一郎

細羽 正敏 片岡 宏文 小川 泰之

増成 実 山元 幸治 塚村 秀司

黒崎 英夫 山崎 喜幸 渡邉 大輔

河合 宣之 松田 勉 妹尾 英哲

田中 達也 西山 光

郷社清掃
郷
社
ま
つ
り
前
の
一
斉
清
掃

※倉掛パソコンクラブ

土曜日13:30～ 日曜日9:30～

※つどえ～るカフェ（祝日休み）

金曜日＆日曜日10:00～15:00


